
平
成
二
十
八
年
二
月
二
十
二
日
提
出

質

問

第

一

四

二

号

新
国
立
競
技
場
の
耐
震
強
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

松

原

仁
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新
国
立
競
技
場
の
耐
震
強
度
に
関
す
る
質
問
主
意
書

こ
の
度
の
新
国
立
競
技
場
整
備
事
業
の
優
先
交
渉
権
者
の
決
定
を
受
け
て
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
性
、
機
能
性
、
施
工
金
額
に
注

目
が
集
ま
り
、
建
築
物
と
し
て
の
新
国
立
競
技
場
の
安
全
性
を
問
う
議
論
が
薄
く
感
じ
ら
れ
る
。

二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
イ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
と
な
る
新
国
立
競
技
場
は
、
全
世
界
が
注
目

す
る
、
我
が
国
を
代
表
す
る
建
築
物
と
な
る
も
の
で
、
竣
工
後
百
年
の
安
全
性
と
耐
久
性
を
備
え
て
こ
そ
、
国
立
と
銘
打
つ
競

技
場
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
以
下
を
質
問
す
る
。

一

昨
年
十
二
月
に
政
府
の
関
係
閣
僚
会
議
に
て
決
定
さ
れ
た
新
国
立
競
技
場
の
設
計
・
施
工
案
で
は
、
総
工
費
は
一
四
八
九

億
九
九
〇
〇
万
円
と
承
知
し
て
い
る
が
相
違
な
い
か
。

二

そ
の
財
源
を
問
う
。

三

工
期
は
三
十
六
ヶ
月
で
、
完
成
は
二
〇
一
九
年
十
一
月
と
い
う
理
解
で
よ
ろ
し
い
か
。

四

中
央
防
災
会
議
が
防
災
対
策
の
主
眼
に
置
く
首
都
直
下
型
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
程
度
）
は
三
十
年
以
内
に
七
十
％

の
確
率
で
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
（
首
都
直
下
地
震
対
策
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
最
終
報
告
、
二
十
五
年
）
。

質
問
一
で
確
認
さ
れ
た
総
工
費
、
三
で
予
定
と
さ
れ
て
い
る
工
期
の
前
提
で
現
在
詳
細
設
計
中
の
新
国
立
競
技
場
は
、
建
築

一



基
準
法
で
定
め
ら
れ
る
耐
震
基
準
（
震
度
五
強
）
は
満
た
し
て
い
て
も
、
そ
れ
以
上
の
地
震
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
ク
ラ
ス

の
地
震
に
耐
え
う
る
も
の
と
な
る
か
。
耐
震
強
度
に
つ
い
て
政
府
に
方
針
を
問
う
。

五

新
国
立
競
技
場
は
、
大
規
模
震
災
の
発
生
時
、
都
民
及
び
近
隣
の
緊
急
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
施
工
中

の
新
国
立
競
技
場
は
避
難
者
の
食
糧
、
救
援
物
資
、
自
衛
隊
の
復
旧
機
材
等
の
集
積
基
地
と
し
て
十
分
機
能
し
、
二
次
災
害

に
対
し
て
も
万
全
の
強
度
を
持
ち
合
わ
せ
、
公
共
避
難
場
所
と
し
て
耐
え
う
る
も
の
か
。

六

新
国
立
競
技
場
が
完
成
し
た
時
点
で
、
同
競
技
場
周
辺
地
域
に
、
同
競
技
場
に
代
る
、
あ
る
い
は
こ
れ
を
補
完
す
る
緊
急

避
難
場
所
は
あ
る
か
。

七

総
工
費
と
は
別
に
、
将
来
的
な
追
加
費
用
、
修
理
費
や
、
大
規
模
修
繕
に
つ
い
て
の
計
画
と
そ
の
た
め
の
費
用
概
算
、
予

算
を
問
う
。

八

そ
の
財
源
を
問
う
。

九

新
国
立
競
技
場
建
設
に
あ
た
り
国
民
、
都
民
の
税
金
が
使
わ
れ
る
以
上
、
総
工
費
、
工
期
、
耐
震
性
の
要
件
を
満
た
す
、

最
良
の
資
材
、
工
法
等
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
専
門
委
員
に
よ
る
第
三
者
委
員
会
等
、
公

的
か
つ
客
観
的
な
機
関
を
設
け
、
比
較
検
討
を
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
が
、
政
府
の
見
解
は
如
何
。

二



十

も
し
第
三
者
委
員
会
の
審
査
を
せ
ず
に
着
手
し
、
震
災
時
に
避
難
所
と
し
て
の
機
能
を
果
た
せ
な
い
等
の
問
題
が
発
生
し

た
場
合
、
そ
れ
に
対
処
す
る
責
任
、
ま
た
追
加
費
用
が
発
生
す
る
場
合
に
は
そ
の
費
用
増
に
関
し
て
責
任
を
取
る
覚
悟
が
現

内
閣
に
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


